
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぐんま男女共同参画センター センター通信 №１５ 

【発行】群馬県ぐんま男女共同参画センター 
【発行日】平成２３年９月１日 

 

女性相談センター 

ひとりで悩まずご相談ください 

✿群馬県女性相談センター 
（配偶者暴力相談支援センター） 
電話（０２７）２２４－４４８０ 
・月～金  ９：００～２０：００ 
・土･日･祝 １３：００～１７：００ 
 

DV 法律電話相談 

(事前に電話相談が必要です) 

水曜日 １３：００～１４：３０ 

所在地：ぐんま男女共同参画センター内 

内 容：相談（面接を希望される場合は 

事前にお電話ください) 

     

図 ・ 書 ・ 紹 ・ 介  

 『光ある場所へ 
ＤＶに気づいた 
女性たち』 
小澤 実 

1,575 円(税込) 
 

 

●開館時間：・火 ～ 金 ９時～２１時 
      ・土、日、祝 ９時～１７時 
●休 館 日：月曜日（月曜日が祝日の場合は直後の平日） 

12 月２９日～１月３日            
●所 在 地 

 

〒371－0026 
群馬県前橋市大手町１－１３－１２ 
電話 ０２７－２２４－２２１１ Fa x ０２７－２２４－２２１４ 
メール：sankakuse@pref .gunma. jp  
http://www.pref.gunma.jp/index.html 

次号のセンター通信は平成２３年１１月発行予定です。 

【貸し出しのお約束】 

✤一人５冊まで ✤期限：２週間 

✤当センター｢図書コーナー｣にある本を紹介しています。 
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●お車でお越しの際の駐車については、県庁内「県民駐車場」をご利用ください。 

貸 ・ 室 ・ 案 ・ 内  

 

区分 

使用料 

午前 
9:00～12:00 

午後 
13:00～17:00 

夜間 
18:00～21:00 

大研修室 
(定員 120 人) 

3,500円 3,500円 3,500円 

中研修室 
(定員 60 人) 

1,600円 1,600円 1,600円 

小研修室 
（定員 14 人） 

800円 800円 800円 

和室 
（8畳） 

700円 700円 700円 

 

 

 
●大研 修室● 

●小研修室● 

 
●中研 修室● 

 
●和室● 

●男女共同参画社会の推進に寄与する団体については、使用料
が半額になる場合があります。詳しくはお問い合わせ下さい。 

●電話で仮予約をお願いいたします。 その後、書面により正式に申請していただきます。 

 電話 027-224-2211    

 
 
 

使 用 料  

予 約 方 法  

交 ・ 通 ・ 案 ・ 内  

 

 

ぐ ん ま 男 女 共 同 参 画 セ ン タ ー  
 センター通信№15 

 

 

 

 

※土･日･祝日の夜間貸出しはありません 

『男子食堂 

(    (９月号)』 

ＫＫベストセラーズ 

690 円(税込） 

「エイジング・イ
ン・プレイス」とは 

「住み慣れた地域
で、その人らしく最
後まで」というこ

と。デンマークなど
の理想的な高齢者
住宅を例にと 

 

サンデンフォレストで 
女子高校生対象の理工系セミナーを開催 

センター通信№15 

 

 

   

『エイジング･イン･ 
プレイスと高齢者 
住宅』 
松岡洋子 

3,675 円(税込） 
 

の理想的な高齢者住宅を例にとり、日本の現
状と比較。「地域で自立して生きるために」何
が必要か。 

 

ドメスティック・バ
イオレンスの被害者

にインタビュー。過酷
なまでの暴力から逃
れて新しい生き方を

模索する女性たち。彼
女たちは自分がｄｖ
東者と気づくいてい

なかった。 

女たちは自分がＤＶ被害者と気づいていな

かった。 
 

「チンするだけ！

電子レンジ簡単レ
シピ」「酒肴／絶品
ひとりごはん」な

どを、基本から分
かりやすく説明。
料理に不慣れな男

性でも簡単に作れ
る極ウマおかずが
満載。 

やりたいことを 
やり抜けるかが大切！ 

 

８月９日（火）、「サイエンスチャレンジ体験セミ 

ナー～理工系の先輩に会いに行こう」を開催しました。 

 この催しは、理工系出身の女性技術者に、進路選択 

の動機や大学生活、現在取り組んでいる仕事の魅力な 

どについて語ってもらい、女性の進出が少ない理工系 

分野へ女子高校生が進むきっかけにしてもらおうと、 

県教育委員会の協力を得て実施したものです。 

 当日は、沼田女子高校の生徒２０人（１年生１１人、２年生９人）が参加。 

「自然と産業」をコンセプトに、我が国で初めて近自然工法により開発された、サンデン株式会社赤城 

事業所「サンデンフォレスト」（前橋市粕川町）を訪問しました。 

 生徒たちは同社の紹介ビデオなどを見た後、マイクロバスに乗り込み、一般 

開放されている広大な敷地を車窓から視察。その後、事業所内に入り、自動販 

売機や冷凍・冷蔵ショーケースの製造工程を、ガイドの説明に従って見学しま 

した。 

 続いて、同社に勤務する女性技術者、山形 

葉子さんが講演。高校時代は部活中心の生活 

で勉強はテストの前だけ。その勉強も成績は 

文系のほうがよかったが理系に興味があり、幅広くいろんなことを勉 

強したいという理由から大学は工学部に進んだという山形さん。 

 熱心に話を聞く生徒たちに、「やりたいことをやり抜けるかが大切。 

『女性』だから、『男性』だからというのはまったく関係ないです」 

とアドバイス。また、「人とのつながりを大切にしてください。これ 

は勉強ができることや技術を持っていることよりも重要な財産になります」とコミュニケーション能力

を高めることの大切さを訴えました。 

 一方、「高校での勉強をしっかりしておかないと大学に進学してから苦労することになります」、「皆 

さんが今、学校で学んでいる勉強こそが本当に大切。社会に出てからの基礎になります」と、高校で学 

ぶ授業の重要性を強調。最後に「自分の思った道を思い切って進んで。できることではなく、やりたい

ことをやって。興味があることに積極的にチャレンジしてください。たとえ道を間違ったとしてもいつ 

でも修正できます」と熱いエールを送りました。 

  セミナー終了後のアンケートでは、「理工系に進んでや

っていけるか不安があったが、今日の話を聞いて自信を持

てた。頑張ろうという気持ちになった」、 

「男性の仕事と思っていたことも、 

性別に関係なく女性にもできると 

わかり、進路を考える視野が 

広がった」などの感想が寄せ 

られました。 

 

 

講師の山形さん 

料理に不慣れな男性でも簡単に作れる極ウ
マおかずが満載。 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センター通信№15 

 

 

 

 レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生きていく上で、家事能力は 
絶対に不可欠！ 

  
 

性別に関する日ごろの思いを 
カルタ創作に！ 

  
 

演題：『カルタにトライ！楽しく学ぶ男女共同参画』 
講師：青木幸子さん 

（東京家政大学 教員養成教育推進室長） 

◆ 7月 16 日（土） 

 

演題：『男女共同参画 これまで・これから』 
講師：樋口恵子さん 

（東京家政大学名誉教授／評論家） 

◆ 8月 6日（土） 

 

 

受講者が作成した主なカルタ（グループ代表作） 

 「声を出して あなたも 私も オンリーワン」 

 「教育は 人間尊厳第一に 男のくせに 女のくせには ありません」 

 「男女参画始めよう まずは私の意識から」 

 「手伝うんじゃなく 半分になえ 家事育児」 

 「すべて“人”で表そう 男女性差のない社会」 

 「なくそう！ 家庭の中の男女不平等」 

 「もうごめん 主婦という名の ボランティア」 

 「男性の作る夕食ほのぼのと 味はやさしく 家族の和」 

 「男性・女性 差別と区別は違います」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

紀元前 300 年代にはすでにあった
「男女共同参画」 

  
 

 

演題：『民主的な共同体モデルと男女共同参画社会』 
講師：関根靖光さん 

（東京家政大学 人間文化研究所所長） 

◆ 7月 30 日（土） 

 

延べ４５８人にご参加いただいた東京家政大学との共催事業「男女共同参画基礎講座（全６回）」について、後半（第４回～６回）の講座をご紹介します。 
 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


